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●放射温度センサー（IRセンサー）とＫ熱電対の二種類を切り替えて使用可能です。

MODEキー：設定の変更を行います。
FUNCキー：センサーの切り替えを行います。
▼▲キー：数値の検査を行います。

PV画面：現在の温度を表示
SV画面：設定した温度を表示



■放射式温度過昇防止器接続例

※ライターの火（約 1200℃）ハンダコテ（約 300℃）
　をサンプルとしてサーモスタットが機能することを
     確認してください。

※センサーと熱源の距離、測定している面積は
　センサーごとに異なります。
　詳細はセンサー資料をご覧ください。

↑電源 →電源供給 AC100V15A

IR 温度センサー
熱源

黄 緑青

電源24V 出力±

赤

入力
AC100V

背面端子図

放射温度計最大出力
AC100V15A センサー用

IRセンサーは４~20mAの電流出力を 出すものを使用してください。

配線被覆の色 機能 タグ
赤 電源＋
青 電源－
黄 出力＋
緑 出力－
裸線 シールド

※センサーが２線式の場合は
端子台⑧と⑩を短絡してください。

⑦

⑨

PU251,PU751の場合 PU151,PU301の場合



※SV=20は　4～20mA入力を表します。

※この温調器では温度センサーの温度範囲によって内部のスケーリングを変更する
　必要があります。300～1200℃を感知するセンサーであれば
　FSHを1200℃に　FSLを300℃に設定します。　FSH（L)：Full　Scale　High（Low）
　これによって300℃を4mA、1200℃を20mAとして認識します。
　詳細設定は10ページに記載しております。
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※SV=20は４～20mA入力のセンサーです。

各種設定方法

MODEキーを押してください。設定画面に入ります。

※FSH1　は　センサーの最高温度、
　FSL1は　最低温度を入力してください。

　

※切断延遅時間(秒）を設定。

※切断延遅時間(秒）とは？
０の場合、設定温度に到達したら
即座に電源断。
２秒に設定した場合、設定温度が
２秒続いたら電源断となります。

0
E2t

℃/Ｆ表示切替
℃

C/FＩ

小数点位置を設定。
0/0.0/0.00等

運転モード画面に戻ります。

0
dPI

1200
FSH1

250
FSL1

小数点位置を設定。
0/0.0/0.00等0

dPI
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５

別売　放射温度センサー　DC4～20mA出力の物（電源DC24V型）

放射温度センサー（０～1200℃）

※本体消費電力約50W

温度：-20～+70℃　湿度：5～95％　（氷結、結露なきこと）
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※エラー表示について　（この機種では現れないものも記載されています）
①　￣ ￣ ￣ ￣ 　入力値が上限を超えています。熱電対が断線している場合に表示
②　＿ ＿ ＿ ＿ 　入力値が下限を超えています。　DC1～５V，4～20mAが断線している場合に表示
③　Ｅ ｒ ｒ 0 ：　メモリーエラー時に表示、電源再投入で改善されない場合は修理対応となります。
④　Ｅ ｒ ｒ 1　：　熱電対に測温抵抗を接続した場合に表示
⑤　Ｌｏc　：　ロックされている項目に入力しようとした場合に表示




